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(57)【要約】
　洗浄製品はスプレーディスペンサと、噴射及び発泡に適した洗浄組成物とを有する。前
記組成物は前記スプレーディスペンサ内に収容される。前記組成物はｉ）前記組成物の約
５～約１５重量％の界面活性剤系と、ｉｉ）式Ｉ：Ｒ１Ｏ（Ｒ２Ｏ）ｎＲ３及び式ＩＩ：
Ｒ４Ｏ（Ｒ５Ｏ）ｎＲ６のグリコールエーテル、及びこれらの混合物からなる群から選択
されるグリコールエーテル溶剤とを含む。式中、Ｒ１は直鎖若しくは分岐状Ｃ４、Ｃ５、
若しくはＣ６アルキル又は置換若しくは非置換フェニルであり、Ｒ２はエチル又はイソプ
ロピルであり、Ｒ３は水素又はメチルであり、ｎは１、２、又は３であり、Ｒ４はｎ－プ
ロピル又はイソプロピルであり、Ｒ５はイソプロピルであり、Ｒ６は水素又はメチルであ
り、ｎは１、２、又は３である。前記界面活性剤系と前記グリコールエーテル溶剤の重量
比は約５：１～約１：１である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スプレーディスペンサと、噴射及び発泡に適した洗浄組成物と、を有し、前記組成物は
前記スプレーディスペンサ内に収容される、洗浄製品であって、前記組成物は、
　ｉ）前記組成物の約５重量％～約１５重量％の界面活性剤系と、
　ｉｉ）式Ｉ：Ｒ１Ｏ（Ｒ２Ｏ）ｎＲ３及び式ＩＩ：Ｒ４Ｏ（Ｒ５Ｏ）ｎＲ６のグリコー
ルエーテル、及びこれらの混合物からなる群から選択されるグリコールエーテル溶剤と、
を含み、
　式中、
　Ｒ１は直鎖若しくは分岐状Ｃ４、Ｃ５、若しくはＣ６アルキル又は置換若しくは非置換
フェニルであり、Ｒ２はエチル又はイソプロピルであり、Ｒ３は水素又はメチルであり、
ｎは１、２、又は３であり、
　Ｒ４はｎ－プロピル又はイソプロピルであり、Ｒ５はイソプロピルであり、Ｒ６は水素
又はメチルであり、ｎは１、２、又は３であり、
　前記界面活性剤系と前記グリコールエーテル溶剤の重量比が約５：１～約１：１である
、洗浄製品。
【請求項２】
　前記組成物は、２０℃の蒸留水中にて１０％溶液中で測定された場合、ｐＨが８超、好
ましくは１０．５～１１．５であり、予備アルカリ度がｐＨ１０の組成物１００ｍＬ当た
りのＮａＯＨのグラム数で表すと約０．１～約１である、請求項１に記載の製品。
【請求項３】
　前記組成物は、予備アルカリ度がｐＨ１０の組成物１００ｍＬ当たりのＮａＯＨのグラ
ム数で表すと約０．１～約０．５である、請求項１又は２に記載の製品。
【請求項４】
　前記界面活性剤系は、アニオン性界面活性剤と補助界面活性剤とを含む、請求項１～３
のいずれか一項に記載の製品。
【請求項５】
　前記アニオン性界面活性剤は、サルフェート界面活性剤を含む、請求項４に記載の製品
。
【請求項６】
　前記サルフェート界面活性剤は、アルキルエトキシル化サルフェート界面活性剤である
、請求項５に記載の製品。
【請求項７】
　前記アルキルエトキシレートサルフェートは、平均エトキシル化度が約２～約５である
、請求項６に記載の製品。
【請求項８】
　前記サルフェート界面活性剤は、分岐状短鎖アルキルサルフェートを含む、請求項５に
記載の製品。
【請求項９】
　前記分岐状短鎖アルキルサルフェートは、ヘキシルサルフェートであり、好ましくは２
－エチルヘキシルサルフェートである、請求項８に記載の製品。
【請求項１０】
　前記界面活性剤系は、非サルフェート化分岐状短鎖アルコールを含む、請求項８又は９
に記載の製品。
【請求項１１】
　前記補助界面活性剤は、両性界面活性剤、双極性界面活性剤、及びこれらの混合物から
なる群から選択される、請求項４～１０のいずれか一項に記載の製品。
【請求項１２】
　前記アニオン性界面活性剤と前記補助界面活性剤の重量比が、約４：１～約１：１であ
る、請求項１１に記載の製品。
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【請求項１３】
　前記組成物は、前記グリコールエーテル溶剤を前記組成物の約１重量％～約７重量％含
む、請求項１～１２のいずれか一項に記載の製品。
【請求項１４】
　前記グリコールエーテル溶剤は、ジプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、プロピ
レングリコールｎ－ブチルエーテル、及びこれらの混合物からなる群から選択される、請
求項１～１３のいずれか一項に記載の製品。
【請求項１５】
　前記組成物は、２０℃の蒸留水中の１０％溶液として測定された場合、ｐＨが１０～１
１．５であり、予備アルカリ度がｐＨ１０の組成物１００ｍＬ当たりのＮａＯＨのグラム
数で表すと０．１～０．３であって、前記組成物は、
　ｉ）前記組成物の４～１０重量％のアルキルエトキシレートサルフェート、好ましくは
平均エトキシ化度が約３であるアルキルエトキシレートサルフェートと、
　ｉｉ）前記組成物の１～５重量％のアミンオキシド界面活性剤と、
　ｉｉｉ）前記組成物の３重量％～８重量％のグリコールエーテル溶剤、好ましくはジプ
ロピレングリコールｎ－ブチルエーテルと、を含む、請求項１に記載の製品。
【請求項１６】
　前記組成物は、２０℃の蒸留水中の１０％溶液として測定された場合、ｐＨが１０～１
１．５であり、予備アルカリ度がｐＨ１０の組成物１００ｍＬ当たりのＮａＯＨのグラム
数で表すと０．１～０．３であって、前記組成物は、
　ｉ）前記組成物の４～１０重量％の分岐状短鎖サルフェート、好ましくは２－エチルヘ
キシルサルフェートと、
　ｉｉ）前記組成物の１～５重量％のアミンオキシド界面活性剤と、
　ｉｉｉ）前記組成物の３重量％～８重量％のグリコールエーテル溶剤、好ましくはジプ
ロピレングリコールｎ－ブチルエーテルと、を含む、請求項１に記載の製品。
【請求項１７】
　前記組成物は、キレート剤、好ましくはアミノカルボキシレートキレート剤、更に好ま
しくはグルタミン酸－Ｎ，Ｎ－二酢酸塩を更に含む、請求項１～１６のいずれか一項に記
載の製品。
【請求項１８】
　前記組成物は、ビルダー、好ましくはクエン酸塩（citrate）を更に含む、請求項１～
１７のいずれか一項に記載の製品。
【請求項１９】
　前記組成物は、重炭酸塩（bicarbonate）を更に含む、請求項１～１８のいずれか一項
に記載の製品。
【請求項２０】
　前記組成物は、アルカノールアミン、好ましくはモノエタノールアミンを更に含む、請
求項１～１９のいずれか一項に記載の製品。
【請求項２１】
　前記組成物は、Ｃ２～Ｃ４アルコール、Ｃ２～Ｃ４ポリオール、ポリアルキレングリコ
ール、及びこれらの混合物からなる群から選択される更なる溶剤を更に含む、請求項１～
２０のいずれか一項に記載の製品。
【請求項２２】
　前記組成物は、本明細書に記載の方法を用いて測定される場合、２０℃において、高剪
断粘度（１０，０００ｓ－１で）が、約１～約２０ｍＰａ　ｓである、請求項１～２１の
いずれか一項に記載の製品。
【請求項２３】
　前記組成物は、本明細書に記載の方法を用いて測定される場合、２０℃において、低剪
断（１００ｓ－１で）対高剪断の粘度比率が、約１０：１～約１．５：１である、請求項
２２に記載の製品。
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【請求項２４】
　前記組成物は、レオロジー調整剤、好ましくはキサンタンガムを含む、請求項１～２３
のいずれか一項に記載の製品。
【請求項２５】
　請求項１～２４のいずれか一項に記載の製品を使用して、汚れた食器を洗浄する方法で
あって、
　ａ）場合により前記汚れた食器を予め湿らす工程と、
　ｂ）前記洗浄組成物を前記汚れた食器に噴射する工程と、
　ｃ）場合により一定時間、水を前記汚れた食器に加える工程と、
　ｄ）場合により前記食器をこすり洗いする工程と、
　ｅ）前記食器をすすぐ工程と、を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗浄製品に関する。特に、本発明はスプレーディスペンサと洗浄組成物を有
する洗浄製品に関する。当該製品により、食器洗浄をより簡単に、より早く行うことがで
きる。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、手洗い食器洗浄は、流しに水を溜め、食器洗剤を入れて石鹸水をつくり、そ
こに汚れた物品を入れてこすり洗いし、すすいで、洗った物品から残っている汚れを落と
し、石鹸水の泡を落とすことによって行われてきた。したがって、この場合汚れた食器は
まとめて一度に洗うのが一般的であった。しかし、現在ではまとめるのではなく、使い終
わるたびに物品を洗浄したいというユーザーもいる。したがって、この場合一度に洗う物
品は１つ又は少量となる。この場合の食器洗浄は、流しに水を溜めるのではなく、水道水
を出した状態で行う。食器洗浄は迅速かつユーザーの手間を最小限にして行われるべきで
ある。
【０００３】
　現在、水道水を出しながら食器洗浄を行うことを好むユーザーも多い。この場合、ユー
ザーはスポンジのような食器洗浄器具を使う。ユーザーはスポンジに洗剤をつける。ここ
で、洗う食器が少ない場合、必要以上の洗剤を出してしまう虞がある。そうすると食器や
食器洗浄道具のすすぎに手間がかかる。また、スポンジで水と洗剤を混ぜることが求めら
れる場合がある。その場合は洗浄に時間がかかってしまう。
【０００４】
　どのように使用したかにより、食器に付いた汚れの種類や度合いは大幅に異なる。食器
は若干汚れている場合もあれば、焼けた、調理された、焦げたような、落としにくい汚れ
が付着している場合もある。汚れの種類に応じて様々な製品を用意することも考えられる
。しかしこれはユーザーが大量の食器洗剤を揃えることになるため、あまり現実的ではな
い。
【０００５】
　水道水を出しながら行われる、軽く汚れた物品の洗浄は、迅速かつユーザーの手間を最
小限にして行われるべきである。理想を言えば、こすり洗いする手間が省ける又は低減で
きるよう、洗剤をつけて即、すすぎができればよい。
【０００６】
　物品に落としにくい汚れが付いた場合には、洗剤はこびりついた汚れを溶かして食器洗
浄を楽にすることが望ましい。ここで溶解時間が短いことが望ましい。汚れがかなり強く
こびりついている場合、洗う前に食器を予め湿らすことが一般的である。予め湿らす時間
も短いことが望ましい。
【０００７】
　ユーザーには、得てしてスプレー型製品が好まれる傾向がある。食器の手洗い洗浄に使
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用されるスプレー型組成物は、迅速に消えにくい泡を噴射しやすく、すすぎやすく、それ
でありながら様々な汚れを十分に落とすことが求められる。噴射の際に、周囲に拡散しに
くい又はしないような組成物とすることが求められる。周囲への拡散は無駄な使用量につ
ながるだけではなく、吸引のリスクも伴い得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、特に洗浄にかかる時間と手間を減らすことで、食器の手洗いのような
洗浄処理を容易にすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の第１の態様に従うと、洗浄製品が提供される。洗浄製品はあらゆる表面の洗浄
に対して好適であるが、手洗い用製品であることが好ましい。製品は、スプレーディスペ
ンサと洗浄組成物を有する。当該組成物は噴射しやすい発泡組成物である。当該組成物は
スプレーディスペンサに収容される。本発明の洗浄製品に対して用いられる組成物は、本
明細書内において、「本発明の組成物」と言及されることもある。
【００１０】
　本明細書においてスプレーディスペンサは、上記組成物を収容する筐体であり、組成物
を噴射する手段を意味する。噴射手段は、トリガー型スプレーである。当該組成物は噴射
されると発泡する。発泡はユーザーにとって洗浄に関連した性質である。即ち、組成物に
より洗浄が実現されているということをユーザーに示すことができるよう、本発明の組成
物が発生することが好ましい。
【００１１】
　本発明の組成物は、
　ｉ）本組成物の重量に対して約５～約１５重量％、好ましくは７～１２重量％の界面活
性剤系と、
　ｉｉ）式Ｉ：Ｒ１Ｏ（Ｒ２Ｏ）ｎＲ３及び式ＩＩ：Ｒ４Ｏ（Ｒ５Ｏ）ｎＲ６のグリコー
ルエーテル、及びこれらの混合物からなる群から選択されるグリコールエーテル溶剤を含
む。
　式中、
　Ｒ１は直鎖若しくは分岐状Ｃ４、Ｃ５、若しくはＣ６アルキル又は置換若しくは非置換
フェニルであり、Ｒ２はエチル又はイソプロピルであり、Ｒ３は水素又はメチルであり、
ｎは１、２、又は３であり、
　Ｒ４はｎ－プロピル又はイソプロピルであり、Ｒ５はイソプロピルであり、Ｒ６は水素
又はメチルであり、ｎは１、２、又は３であり、
【００１２】
　界面活性剤系とグリコールエーテル溶剤とは、約５：１～約１：１、好ましくは約３：
１～約１：１の重量比である。界面活性剤系は洗浄及び発泡に寄与するとみなされるもの
である。上述の界面活性剤のレベルと、具体的な溶剤及び界面活性剤と溶剤の重量比によ
り、良好な発泡性、そして崩れにくい泡が実現される。本発明の組成物を噴射した際に生
じる泡は、洗浄対象の物品に接触した際の衝撃に耐えられる強度を有し、それでありなが
らすすぎやすい。
【００１３】
　更に、本発明の組成物は洗浄性に優れる。即ち、調理された、焼けた、また焦げたよう
な、落としにくい食物汚れの洗浄や、多少の油汚れの十分な洗浄が可能である。本発明の
組成物は洗浄性に優れるのみならず、高度な迅速性や使用者によるこすり洗いの手間の削
減を実現する。即ち、本発明の製品は、水道水を出しながらの食器洗浄に特に有用である
。汚れが少ない食器に対しては、本発明の組成物は、少ないこすり洗い、又はこすり洗い
なしで十分な洗浄が可能である。即ち、そのような食器は単に組成物を噴射して、すすぐ
だけで洗浄可能である。任意で軽いふき取り動作を実行してもよい。
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【００１４】
　かなり汚れた食器であれば、本発明の製品は汚れを除去しやすくするための前処理に非
常に有用である。通常の前処理として、汚れた食器を、製品原液に浸しておくことを含む
。
【００１５】
　上述の表界面活性剤系のレベルと、グリコールエーテル溶剤に対する界面活性剤系の比
を有する組成物によると、噴射した際、過剰な噴射量を最小限に抑えて、食器を十分に網
羅することができ、無駄な使用量の増加やユーザーによる吸引を防止できる。
【００１６】
　界面活性剤と溶剤との比が１：１未満の組成物では、発泡不能である、更に／又は相分
離が生じて製品の安定性が損なわれる。界面活性剤と溶剤との比が５：１を超える組成物
では、噴射困難で、本発明の製品が使用される際に水量が低いと、油汚れに接触すること
でゲル状になりやすい。ゲル状になると、組成物が広がりにくく、洗浄性に悪影響を及ぼ
す。
【００１７】
　好ましくは、本発明の組成物は、２０℃の蒸留水中に溶剤を１０％含めて測定すると、
ｐＨが８超、より好ましくは１０～１２、最も好ましく１０．５～１１．５である。組成
物は予備アルカリ度が約０．１～約１、より好ましくは約０．１～約０．５である。本明
細書中、予備アルカリ度は、ｐＨ１０の製品を最終組成物のｐＨまで滴定するのに必要な
、組成物１００ｍＬ当たりのＮａＯＨのグラムで表される。このｐＨと予備アルカリ度が
、落としにくい食物汚れの洗浄性の更なる向上に寄与する。
【００１８】
　アニオン性界面活性剤と補助界面活性剤を含む界面活性剤系を有する組成物は、洗浄性
、発泡性の面で好ましいことが確認されている。また、噴射形状の点でも好ましいことが
確認されている。本発明の組成物の界面活性剤系がアニオン性界面活性剤を含む場合、小
液滴の存在（即ち吸引リスク）が最小限に抑えられる。本明細書において補助界面活性剤
とは、主界面活性剤に比較して少量で組成物中に含まれる界面活性剤である。本明細書に
おいて主界面活性剤とは、組成物中に最も多く含まれる界面活性剤である。好ましくは、
アニオン性界面活性剤はサルフェート界面活性剤であり、より好ましくはアルキルエトキ
シレートサルフェート又は分岐状短鎖アルキルサルフェートである。エトキシル化度が約
２～約４、より好ましくは約３のアルキルエトキシル化サルフェートは、エトキシル化度
がより低いその他アルキルエトキシル化サルフェートと比して、洗浄性、洗浄の迅速性に
優れる。
【００１９】
　本明細書において、「分岐状短鎖アルキルサルフェート」は、直鎖型アルキルサルフェ
ート主鎖を有する界面活性剤を意味し、当該主鎖は、そのＣ１位、Ｃ２位、又はＣ３位で
、好ましくはＣ２位で、１以上のＣ１～Ｃ５、好ましくはＣ１～Ｃ３アルキル分岐基に置
換された、４～８個、好ましくは５～７個の炭素原子を含む。この種のアニオン性界面活
性剤は、しつこい油汚れの洗浄や、良好な発泡性を実現することが確認されている。特に
、組成物がアミンオキシド又はベタイン、好ましくはアミンオキシドを補助界面活性剤と
して有していれば、噴射後に即発泡が生じる。本明細書において使用される分岐短鎖アル
キルサルフェートは、好ましくは分岐ヘキシルサルフェートであり、より好ましくは２－
エチルヘキシルサルフェートである。
【００２０】
　好ましくは、補助界面活性剤は、ベタイン、アミンオキシド、及びこれらの混合物から
なる群から選択される。アミンオキシドは本明細書において使用が好ましい補助界面活性
剤である。補助界面活性剤の製品の発泡に寄与し得る。アニオン性界面活性剤と補助界面
活性剤を重量比約４：１～約１：１、好ましくは約３：１～約１：１、最も好ましくは約
２：１～約１：１で含むことで特に高性能の製品が得られる。補助界面活性剤がアミンオ
キシドを含む組成物が特に好ましい。
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【００２１】
　本発明の組成物は、式Ｉ、式ＩＩのグリコールエーテル及びこれらの混合物からなる群
から選択されるグリコールエーテルを含む。このようなグリコールエーテルが、製品の洗
浄速度だけでなく、特に油汚れに対する洗浄性能の向上に寄与することが確認されている
。この効果は、式Ｉや式ＩＩとは異なる式で表されるグリコールエーテルでは実現されな
いようである。
【００２２】
　好ましくは、本発明の組成物は更に好ましくはアミノカルボン酸塩キレート剤、より好
ましくはＧＬＤＡであるキレート剤を更に含む。アミノカルボン酸塩はキレート剤のみと
して作用するのみならず、予備アルカリ度にも寄与する。これは、調理された、焼いた、
また焦げ付いた汚れの洗浄に寄与するものと考えられる。好ましくは、本発明の組成物は
、重炭酸塩（bicarbonate）及び／又はモノエタノール及び／又はカルボキシレートビル
ダーを含む。好ましくはクエン酸塩（citrate）ビルダーである。これは、アミノカルボ
ン酸塩キレート剤同様、予備アルカリ度にも寄与する。
【００２３】
　本明細書の組成物は、ニュートン性又は非ニュートン性であり得る。好ましくは、組成
物は擬塑性流体である。このことは、組成物の噴射しやすさの点で重要である。本発明の
組成物には、流体が洗浄の際に垂直面にとどまりつつ、すすぎが容易になるような粘度が
求められる。特に好適なのは、開始粘度が約１～約１０ｍＰａ　ｓ高剪断（１０，０００
ｓ－１で）である組成物である。好ましくは、組成物は、本明細書で以下に定義する方法
を用いて測定される場合、２０℃において、低剪断（１００ｓ－１で）対高剪断（１０，
０００ｓ－１で）の粘度比率が約１０：１から約１．５：１である、擬塑性組成物である
。本発明の組成物は、好ましくはレオロジー調整剤を含み、より好ましくはキサンタンガ
ムを含む。
【００２４】
　好ましい組成物は、２０℃の蒸留水中の１０％溶液として測定された場合、ｐＨが１０
～１１．５であり、予備アルカリ度がｐＨ１０の組成物１００ｍＬ当たりのＮａＯＨのグ
ラム数で表すと０．１～０．３であって、当該組成物は、
　ｉ）組成物の約４～約１０重量％、好ましくは約５～約８重量％のアルキルエトキシレ
ートサルフェート、好ましくは平均エトキシル化度が約３であるアルキルエトキシレート
サルフェートと、
　ｉｉ）組成物の約１～約５重量％のアミンオキシド界面活性剤と、
　ｉｉｉ）組成物の約３～約８重量％、好ましくは約４～約７重量％のグリコールエーテ
ル溶剤、好ましくはジプロピレングリコールｎ－ブチルエーテルと、を含む。
【００２５】
　別の好ましい組成物は、２０℃の蒸留水中の１０％溶液として測定された場合、ｐＨが
１０～１１．５であり、予備アルカリ度がｐＨ１０の組成物１００ｍＬ当たりのＮａＯＨ
のグラム数で表すと０．１～０．３であって、当該組成物は、
　ｉ）組成物の約４～約１０重量％、約５～約８重量％の分岐状短鎖アルキルサルフェー
ト、好ましくは２－エチルヘキシルサルフェートと、
　ｉｉ）組成物の約１～５重量％のアミンオキシド界面活性剤と、
　ｉｉｉ）組成物の約３重量％～８重量％、好ましくは約４～約７重量％のグリコールエ
ーテル溶剤、好ましくはジプロピレングリコールｎ－ブチルエーテルと、を含む。
【００２６】
　本発明の第２実施形態では、上記請求項のいずれか一項に記載の製品を使用して、汚れ
た食器を洗浄する方法であって、
　ａ）場合により汚れた食器を予め湿らす工程と、
　ｂ）洗浄組成物を汚れた食器に噴射する工程と、
　ｃ）場合により一定時間、水を汚れた食器に加える工程と、
　ｄ）場合により食器をこすり洗いする工程と、
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　ｅ）食器をすすぐ工程と、を有する方法が提供される。
【００２７】
　本発明の方法により、特に軽く汚れている食器のような食器が、水道水を流しっ放しの
状態で、より早く、より簡潔に洗浄可能となる。調理された、焼いた、又は焦げ付いた汚
れのような、落ちにくい食物汚れの付いた食器に対して、本発明の方法では、本発明の製
品を原液で、又は水に溶かし使用して汚れた食器を予め湿らすことで、洗浄しやすくなる
。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　本発明は、洗浄製品に関し、好ましくは手洗い用洗浄製品に関する。製品は、スプレー
ディスペンサと、洗浄組成物とを有する。洗浄組成物は、界面活性剤系と特定のグリコー
ルエーテル溶剤とを含む。本発明の製品は、洗浄作業、特に手洗いでの洗浄作業をより簡
単に、より早く行うことができるようにすることで、作業性を向上する。本発明の製品は
、食器の手洗いに特に好適に用いられる。
【００２９】
　本発明において、「食器」は調理器具と食器の両方を含む。
【００３０】
　洗浄組成物
　洗剤組成物は手洗い用食器洗浄組成物であり、好ましくは液状である。
【００３１】
　組成物のｐＨは、２０℃の蒸留水で１０％の濃度で測定した場合、好ましくは８超であ
り、より好ましくは約１０～約１２であり、最も好ましくは約１０．５～約１１．５であ
る。組成物は、後段にて詳述するように測定した場合、好ましくは予備アルカリ度が約０
．１～約１であり、より好ましくは約０．１～約０．５である。
【００３２】
　予備アルカリ度は、ｐＨ１０の試験組成物のｐＨが試験組成物ｐＨになるまで滴定する
ために必要な、組成物１００ｇ中のＮａＯＨのグラム数として定義される。溶液の予備ア
ルカリ度は、次のようにして決定される。
【００３３】
　Ａｇ／ＡｇＣｌ電極（例えば、ＯｒｉｏｎＳｕｒｅ－Ｆｌｏｗ電極モデル９１７２ＢＮ
）付きのｐＨ計（例えば、Ｏｒｉｏｎモデル７２０Ａ）を、標準化されたｐＨ７及びｐＨ
１０のｐＨ緩衝剤を用いて較正する。２０℃の蒸留水における１０％溶液１００ｇの試験
組成物を用意する。１０％溶液のｐＨを測定し、次に、標準化された０．１ＮのＨＣＬ溶
液を用いて、１００ｇ溶液がｐＨ１０になるまで滴定する。必要な０．１ＮのＨＣＬ溶液
の容積はｍＬ単位で記録する。以下のとおり予備アルカリ度を計算する。
　予備アルカリ度＝０．１ＮのＨＣＬの容積（ｍＬ）×０．１（等量／Ｌ）×ＮａＯＨの
等量重量（ｇ／等量）×１０
【００３４】
　界面活性剤系
　洗浄組成物は、組成物の約５重量％～約１５重量％、好ましくは約６重量％～約１４重
量％、より好ましくは約７重量％～約１２重量％の界面活性剤系を含む。界面活性剤系は
、好ましくはアニオン性界面活性剤、より好ましくはサルフェート界面活性剤を含む。界
面活性剤系は、両性界面活性剤、双極性イオン界面活性剤、及びこれらの混合物からなる
群から選択される補助界面活性剤を含むことが好ましい。界面活性剤系は、非イオン性界
面活性剤を含んでもよい。
【００３５】
　ここで、好ましくはアルキルサルフェートが使用され、特にアルキルエトキシサルフェ
ートが使用される。平均エトキシル化度が約２～約５のアルキルエトキシサルフェートが
より好ましく、平均エトキシル化度が約３であるアルキルエトキシサルフェートが最も好
ましい。
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【００３６】
　本発明の組成物は好ましくは両性及び／又は双極性界面活性剤を含み、好ましい両性界
面活性剤はアミンオキシドを含み、好ましい双極性界面活性剤はベタイン界面活性剤を含
む。
【００３７】
　好ましくは、本発明の組成物は、アニオン性界面活性剤と補助界面活性剤とを重量比約
４：１～約１：１、好ましくは３：１～１：１、より好ましくは２．８：１～１．３：１
の重量比で含む。
【００３８】
　本発明の洗浄組成物における最も好ましい界面活性剤系は、以下を含む。（１）好まし
くはアルキルアルコキシサルフェート界面活性剤又は分岐状短鎖アルキルサルフェートで
あるアニオン性界面活性剤組成物を４重量％～１０重量％、好ましくは５重量％～８重量
％。（２）好ましくはアミンオキシド界面活性剤である、両性界面活性剤、双極性界面活
性剤、及びこれらの混合物からなる群から選択される界面活性剤組成物を１重量％～５重
量％、好ましくは１重量％～４重量％。このような界面活性剤系と、本発明のグリコール
エーテルを組み合わせることで、良好な洗浄、発泡性が実現されることが確認されている
。
【００３９】
　アニオン性界面活性剤
　アニオン性界面活性剤としては、その分子構造中に一般に８～２２個の炭素原子又は一
般に８～１８個の炭素原子を含む有機疎水基と、水溶性化合物を形成するための、好まし
くはスルホネート、サルフェート、及びカルボキシレートから選択される少なくとも１つ
の水可溶化基と、を含有する、界面活性化合物が挙げられるが、これらに限定されない。
通常、疎水性基は、直鎖又は分岐状Ｃ８～Ｃ２２アルキル、又はアシル基を含むこととな
る。このような界面活性剤は水溶性塩の形態で使用され、塩形成カチオンは、通常、ナト
リウム、カリウム、アンモニウム、マグネシウム、及びモノ、ジ又はトリ－アルカノール
アンモニウムから選択され、通常選択されるカチオンはナトリウムである。
【００４０】
　好ましくは、アニオン性界面活性剤はサルフェート界面活性剤である。サルフェート界
面活性剤は、好ましくはアルキルサルフェート、特にアルキルエトキシサルフェートであ
る。平均エトキシル化度が約２～約５のアルキルエトキシサルフェートがより好ましく、
平均エトキシル化度が約３であるアルキルエトキシサルフェートが最も好ましい。別の好
ましいサルフェート界面活性剤としては、分岐状短鎖アルキルサルフェート、特に２－エ
チルヘキシルサルフェートが挙げられる。
【００４１】
　サルフェートアニオン性界面活性剤
　サルフェートアニオン性界面活性剤は好ましくはアルコキシ化されたものであり、より
好ましくは平均アルコキシ化度が約２～約５、最も好ましくは平均アルコキシ化度が約３
のアルコキシ化サルフェートアニオン性界面活性剤である。好ましくは、アルコキシ基は
エトキシである。サルフェートアニオン性界面活性剤がサルフェートアニオン性界面活性
剤の混合物であるとき、アルコキシ化度は混合物のすべての組成物の重量平均アルコキシ
化度（重量平均アルコキシ化度）である。重量平均アルコキシ化度の計算において、アル
コキシ化された基を有さない硫酸化アニオン性界面活性剤組成物の重量も含める必要があ
る。
　重量平均アルコキシ化度＝（ｘ１＊界面活性剤１のアルコキシ化度＋ｘ２＊界面活性剤
２のアルコキシ化度＋．．．．）／（ｘ１＋ｘ２＋．．．．）
　式中、ｘ１、ｘ２、．．．は、混合物の各サルフェートアニオン性界面活性剤のグラム
単位の重量であり、アルコキシ化度は、各サルフェートアニオン性界面活性剤のアルコキ
シ基の数である。
【００４２】
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　分岐状の界面活性剤の場合、分岐基はアルキルであることが好ましい。典型的には、ア
ルキルは、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ペンチル、環状アルキル基及びこれらの
混合物から選択される。単一又は複数のアルキル分岐基は、本発明の洗剤で使用するサル
フェートアニオン性界面活性剤を生成するために用いる、出発アルコール（複数を含む）
のヒドロカルビル主鎖に存在することができる。
【００４３】
　分岐状サルフェートアニオン性界面活性剤は、単一のアニオン性界面活性剤又はアニオ
ン性界面活性剤の混合物であり得る。単一の界面活性剤の場合、分岐の割合は、界面活性
剤が誘導される元のアルコールにおいて分岐しているヒドロカルビル鎖の重量％を指す。
【００４４】
　界面活性剤混合物の場合、分岐の割合は重量平均であり、以下の式に従って定義される
。
　分岐の重量平均（％）＝［（ｘ１＊アルコール１中の分岐アルコール１の重量％＋ｘ２
＊アルコール２中の分岐アルコール２の重量％＋．．．）／（ｘ１＋ｘ２＋．．．）］＊

１００
　式中、ｘ１、ｘ２は、本発明の洗剤のアニオン性界面活性剤のための出発原料として使
用したアルコールの全アルコール混合物中の各アルコールのグラム単位の重量である。重
量平均分岐化度の計算において、分岐基を有さないアニオン性界面活性剤組成物の重量も
含める必要がある。
【００４５】
　界面活性剤系が分岐状アニオン性界面活性剤を含む場合、界面活性剤系はその少なくと
も５０重量％、より好ましくは少なくとも６０重量％、好ましくは少なくとも７０重量％
の分岐状アニオン性界面活性剤を含み、より好ましくは、分岐状アニオン性界面活性剤は
、その５０重量％超のアルキルエトキシル化サルフェートを含み、当該アルキルエトキシ
ル化サルフェートは、約２～約５のエトキシル化度及び好ましくは約５％～約４０％の分
岐率を有する。
【００４６】
　本明細書での使用に好適なサルフェート界面活性剤としては、Ｃ８～Ｃ１８アルキルの
水溶性塩、好ましくはＣ１２～Ｃ１４アルキル、ヒドロキシアルキル、サルフェート、及
び／又はエーテルサルフェートの５０重量％超のＣ８からＣ１８アルキルを含むＣ８～Ｃ
１８アルキルを含む。好適な対イオンとしては、アルカリ金属カチオン、アルカリ土類金
属カチオン、アルカノールアンモニウム、アンモニウム又は置換アンモニウムが挙げられ
るが、ナトリウムが好ましい。
【００４７】
　サルフェート界面活性剤は、Ｃ８～Ｃ１８のアルキルアルコキシサルフェート（ＡＥｘ
Ｓ）から選択することができ、好ましくはｘは１～３０であり、アルコキシ基はエトキシ
、プロポキシ、ブトキシ、又は更なる高級アルコキシ基及びこれらの混合物から選択され
ることができる。ここで特に好ましいのは、平均エトキシル化度が約２～約５のＣ１２～
Ｃ１４のアルキルエトキシサルフェートであり、好ましくは平均エトキシル化度が約３で
ある。
【００４８】
　アルキルアルコキシサルフェートは、様々な鎖長、エトキシル化度及び分岐度のものが
市販されている。市販品として入手可能なサルフェートとしては、Ｓｈｅｌｌ社製のＮｅ
ｏｄｏｌアルコール、Ｓａｓｏｌ社製のＬｉａｌ－Ｉｓａｌｃｈｅｍ及びＳａｆｏｌ、Ｐ
ｒｏｃｔｅｒ　＆　Ｇａｍｂｌｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社製の天然アルコールをベースに
したものが挙げられる。
【００４９】
　アニオン性界面活性剤が分岐状であれば、その少なくとも５０重量％、より好ましくは
少なくとも６０重量％、特に少なくとも７０重量％のサルフェート界面活性剤を含むこと
が好ましい。洗浄の点から好ましいのは、分岐状アニオン性界面活性剤がその５０重量％
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超、より好ましくは少なくとも６０重量％、特に少なくとも７０重量％のサルフェート界
面活性剤を含んでおり、このサルフェート界面活性剤がアルキルサルフェート、アルキル
エトキシサルフェート及びこれらの混合物からなる群から選択される分岐状界面活性剤で
ある。分岐状アニオン性界面活性剤の平均エトキシル化度が約２～約５であることが更に
好ましく、平均エトキシル化度が約３であることがより好ましい。アニオン性界面活性剤
の平均分岐度が約１０％～約３５％であることが更に好ましく、約２０％～約３０％であ
ることがより好ましい。
【００５０】
　直鎖アルキルアルコキシレートサルフェート界面活性剤は、本発明の組成物での使用に
有用である。
【００５１】
　分岐状短鎖アルキルサルフェート界面活性剤
　この種のアニオン性界面活性剤は、しつこい油汚れに対する洗浄を実現することが確認
されている。更に、アミンオキシド又はベタイン、特にアミンオキシド界面活性剤と組み
合わせると優良な発泡性を示す。具体的には噴射直後の発泡が実現される。
【００５２】
　本発明の分岐状短鎖アルキルサルフェート界面活性剤は、直鎖型アルキルサルフェート
主鎖のＣ１位、Ｃ２位、又はＣ３位で１以上のＣ１～Ｃ５アルキル分岐基に置換された、
４～８個の炭素原子を含む直鎖型アルキルサルフェート主鎖を有する。分岐状短鎖アルキ
ルサルフェート界面活性剤内の硫酸基は、上記Ｃ４～Ｃ８直鎖型主鎖に末端位置で直接結
合されている。
【００５３】
　好ましくは、直鎖型アルキルサルフェート主鎖は、５～７個の炭素原子を含む。好まし
くは、１以上のアルキル分岐基は、メチル、エチル、プロピル、又はイソプロピルから選
択される。好ましくは、分岐状短鎖アルキルサルフェート界面活性剤は、その直鎖型主鎖
上に置換された分岐基を１つのみ有する。好ましくは、アルキル分岐基は、直鎖型アルキ
ルサルフェート主鎖のＣ２位に置かれる。
【００５４】
　より好ましくは、本発明の分岐状短鎖アルキルサルフェートは、直鎖型アルキルサルフ
ェート主鎖のＣ２位でメチル、エチル、プロピルから選択される１つのアルキル分岐基に
置換された、５～７個の炭素を含む直鎖型アルキル主鎖を有する。最も好ましくは、分岐
状短鎖アルキルサルフェート界面活性剤は、２－エチルヘキシルサルフェートである。
【００５５】
　本発明の組成物は、調整された分岐状短鎖アルキルサルフェート界面活性剤の対応する
非サルフェート化分岐状短鎖アルコール供給材料の一部を更に含む場合もある。
【００５６】
　好適な分岐状短鎖アルキルサルフェート界面活性剤としては、１－メチルブチルサルフ
ェート、１－エチルブチルサルフェート、１－プロピルブチルサルフェート、１－イソプ
ロピルブチルサルフェート１－メチルペンチルサルフェート、１－エチルペンチルサルフ
ェート、１－プロピルペンチルサルフェート、１－イソプロピルペンチルサルフェート１
－ブチルペンチルサルフェート、１－メチルヘキシルサルフェート、１－エチルヘキシル
サルフェート、１－プロピルヘキシルサルフェート、１－イソプロピルサルフェート１－
ブチルヘキシルサルフェート、１－ペンチルヘキシルサルフェート、１－メチルヘプチル
サルフェート、１－エチルヘプチルサルフェート、１－プロピルヘプチルサルフェート、
１－イソプロピルヘプチルサルフェート、１－ブチルヘプチルサルフェート、１－ペンチ
ルヘプチルサルフェート、１－ヘキシルヘプチルサルフェート、１－メチルオクチルサル
フェート、１－エチルオクチルサルフェート、１－プロピルオクチルサルフェート、１－
イソプロピルオクチルサルフェート、１－ブチルオクチルサルフェート、１－ペンチルオ
クチルサルフェート、１－ヘキシルオクチルサルフェート、１－ヘプチルオクチルサルフ
ェート、２－メチルブチルサルフェート、２－エチルブチルサルフェート、２－プロピル
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ブチルサルフェート、２－イソプロピルブチルサルフェート２－メチルペンチルサルフェ
ート、２－エチルペンチルサルフェート、２－プロピルペンチルサルフェート、２－イソ
プロピルペンチルサルフェート、２－ブチルペンチルサルフェート、２－メチルヘキシル
サルフェート、２－エチルヘキシルサルフェート、２－プロピルヘキシルサルフェート、
２－イソプロピルヘキシルサルフェート、２－ブチルヘキシルサルフェート、２－ペンチ
ルヘキシルサルフェート、２－メチルヘプチルサルフェート、２－エチルヘプチルサルフ
ェート、２－プロピルヘプチルサルフェート、２－イソプロピルヘプチルサルフェート、
２－ブチルヘプチルサルフェート、２－ペンチルヘプチルサルフェート、２－ヘキシルヘ
プチルサルフェート、２－メチルオクチルサルフェート、２－エチルオクチルサルフェー
ト、２－プロピルオクチルサルフェート、２－イソプロピルオクチルサルフェート、２－
ブチルオクチルサルフェート、２－ペンチルオクチルサルフェート、２－ヘキシルオクチ
ルサルフェート、２－ヘプチルオクチルサルフェート、３－メチルブチルサルフェート、
３－エチルブチルサルフェート、３－プロピルブチルサルフェート、３－イソプロピルブ
チルサルフェート、３－メチルペンチルサルフェート、３－エチルペンチルサルフェート
、３－プロピルペンチルサルフェート、３－イソプロピルペンチルサルフェート、３－ブ
チルペンチルサルフェート、３－メチルヘキシルサルフェート、３－エチルヘキシルサル
フェート、３－プロピルヘキシルサルフェート、３－イソプロピルヘキシルサルフェート
、３－ブチルヘキシルサルフェート、３－ペンチルヘキシルサルフェート、３－メチルヘ
プチルサルフェート、３－エチルヘプチルサルフェート、３－プロピルヘプチルサルフェ
ート、３－イソプロピルヘプチルサルフェート、３－ブチルヘプチルサルフェート、３－
ペンチルヘプチルサルフェート、３－ヘキシルヘプチルサルフェート、３－メチルオクチ
ルサルフェート、３－エチルオクチルサルフェート、３－プロピルオクチルサルフェート
、３－イソプロピルオクチルサルフェート、３－ブチルオクチルサルフェート、３－ペン
チルオクチルサルフェート、３－ヘキシルオクチルサルフェート、３－ヘプチルオクチル
サルフェート、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００５７】
　より好ましくは、分岐状短鎖アルキルサルフェート界面活性剤は、１－メチルペンチル
サルフェート、１－エチルペンチルサルフェート、１－プロピルペンチルサルフェート、
１－ブチルペンチルサルフェート、１－メチルヘキシルサルフェート、１－エチルヘキシ
ルサルフェート、１－プロピルヘキシルサルフェート、１－ブチルヘキシルサルフェート
、１－ペンチルヘキシルサルフェート、１－メチルヘプチルサルフェート、１－エチルヘ
プチルサルフェート、１－プロピルヘプチルサルフェート、１－ブチルヘプチルサルフェ
ート、１－ペンチルヘプチルサルフェート、１－ヘキシルヘプチルサルフェート、２－メ
チルペンチルサルフェート、２－エチルペンチルサルフェート、２－プロピルペンチルサ
ルフェート、２－ブチルペンチルサルフェート、２－メチルヘキシルサルフェート、２－
エチルヘキシルサルフェート、２－プロピルヘキシルサルフェート、２－ブチルヘキシル
サルフェート、２－ペンチルヘキシルサルフェート、２－メチルヘプチルサルフェート、
２－エチルヘプチルサルフェート、２－プロピルヘプチルサルフェート、２－ブチルヘプ
チルサルフェート、２－ペンチルヘプチルサルフェート、２－ヘキシルヘプチルサルフェ
ート、３－メチルペンチルサルフェート、３－エチルペンチルサルフェート、３－プロピ
ルペンチルサルフェート、３－ブチルペンチルサルフェート、３－メチルヘキシルサルフ
ェート、３－エチルヘキシルサルフェート、３－プロピルヘキシルサルフェート、３－ブ
チルヘキシルサルフェート、３－ペンチルヘキシルサルフェート、３－メチルヘプチルサ
ルフェート、３－エチルヘプチルサルフェート、３－プロピルヘプチルサルフェート、３
－ブチルヘプチルサルフェート、３－ペンチルヘプチルサルフェート、３－ヘキシルヘプ
チルサルフェート、及びこれらの混合物から選択される。
【００５８】
　更により好ましくは、分岐状短鎖アルキルサルフェート界面活性剤は、２－メチルペン
チルサルフェート、２－エチルペンチルサルフェート、２－プロピルペンチルサルフェー
ト、２－ブチルペンチルサルフェート、２－メチルヘキシルサルフェート、２－エチルヘ
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キシルサルフェート、２－プロピルヘキシルサルフェート、２－ブチルヘキシルサルフェ
ート、２－ペンチルヘキシルサルフェート、２－メチルヘプチルサルフェート、２－エチ
ルヘプチルサルフェート、２－プロピルヘプチルサルフェート、２－ブチルヘプチルサル
フェート、２－ペンチルヘプチルサルフェート、２－ヘキシルヘプチルサルフェート、及
びこれらの混合物から選択される。
【００５９】
　更により好ましくは、分岐状短鎖アルキルサルフェート界面活性剤は、２－メチルペン
チルサルフェート、２－エチルペンチルサルフェート、２－プロピルペンチルサルフェー
ト、２－メチルヘキシルサルフェート、２－エチルヘキシルサルフェート、２－プロピル
ヘキシルサルフェート、２－メチルヘプチルサルフェート、２－エチルヘプチルサルフェ
ート、２－プロピルヘプチルサルフェート、及びこれらの混合物から選択される。
【００６０】
　最も好ましい分岐状短鎖アルキルサルフェート界面活性剤は２－エチルヘキシルサルフ
ェートである。この化合物は、Ｅｎａｓｐｏｌ社の製品名Ｓｙｎｔａｐｏｎ　ＥＨや、Ｈ
ｕｎｔｓｍａｎ社のＥｍｐｉｃｏｌ　０５８５Ｕとして市販されている。
【００６１】
　分岐状短鎖アルキルサルフェート界面活性剤は、組成物に対して約３重量％～約１０重
量％、好ましくは約４重量％～約８重量％となるよう調製される。
【００６２】
　分岐状短鎖アルキルサルフェート界面活性剤は、界面活性剤組成物全体に対して約５０
重量％～約１００重量％、好ましくは約５５重量％～約７５重量％となるよう調製される
。
【００６３】
　両性界面活性剤
　好ましくは、両性界面活性剤はアミンオキシドである。好ましいアミンオキシドは、ア
ルキルジメチルアミンオキシド又はアルキルアミドプロピルジメチルアミンオキシド、よ
り好ましくはアルキルジメチルアミンオキシド、及び特にココジメチルアミンオキシドで
ある。アミンオキシドは、直鎖又は中等度分岐状アルキル基を有し得る。典型的な直鎖ア
ミンオキシドとしては、Ｃ８～１８アルキル部分である１つのＲ１と、Ｃ１～３アルキル
基及びＣ１～３ヒドロキシアルキル基からなる群から選択される２つのＲ２及びＲ３部分
と、を含有する水溶性アミンオキシドが挙げられる。好ましくは、アミンオキシドは、式
Ｒ１－Ｎ（Ｒ２）（Ｒ３）Ｏ（式中、Ｒ１はＣ８～１８アルキルであり、Ｒ２及びＲ３は
メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、２－ヒドロキシエチル、２－ヒドロキシプロ
ピル、及び３－ヒドロキシプロピルからなる群から選択される）により特徴付けられる。
直鎖アミンオキシド系界面活性剤としては、具体的には、直鎖Ｃ１０～Ｃ１８アルキルジ
メチルアミンオキシド及び直鎖Ｃ８～Ｃ１２アルコキシエチルジヒドロキシエチルアミン
オキシドを挙げることができる。好ましいアミンオキシドとしては、直鎖Ｃ１０、直鎖Ｃ
１０～Ｃ１２、及び直鎖Ｃ１２～Ｃ１４アルキルジメチルアミンオキシドが挙げられる。
本明細書で使用するとき、「中鎖分岐状（mid-branched）」とは、アミンオキシドが、炭
素原子ｎ１個を有する１つのアルキル部分を有し、このアルキル部分上の１つのアルキル
分岐が炭素原子ｎ２個を有することを意味する。アルキル分岐は、アルキル部分の窒素の
α炭素に位置する。アミンオキシドにおけるこのタイプの分岐は、当該技術分野において
、内部アミンオキシドとしても知られている。ｎ１とｎ２の合計は、１０～２４個の炭素
原子、好ましくは１２～２０個、より好ましくは１０～１６個である。１つのアルキル部
分と１つのアルキル分岐とが対称となるように、１つのアルキル部分の炭素原子数（ｎ１
）は、１つのアルキル分岐の炭素原子数（ｎ２）とおよそ同じであるべきである。本明細
書で使用するとき、「対称」は、本明細書で用いられる中鎖分岐状アミンオキシドの少な
くとも５０重量％、より好ましくは少なくとも７５重量％～１００重量％が、｜ｎ１～ｎ
２｜が５以下、好ましくは４、最も好ましくは０～４の炭素原子であることを意味する。
【００６４】
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　アミンオキシドは、更に、独立して、Ｃ１～３アルキル；Ｃ１～３ヒドロキシアルキル
基；又は平均して約１～約３個のエチレンオキシド基を含有するポリエチレンオキシド基
から選択される２つの部分を含む。好ましくは、２つの部分は、Ｃ１～３アルキルから選
択され、より好ましくは、両方にＣ１アルキルが選択される。
【００６５】
　双極性イオン界面活性剤
　他の好適な界面活性剤としては、好ましくはアルキルベタイン、アルキルアミドベタイ
ン、アミダゾリニウムベタイン、スルホベタイン（ＩＮＣＩスルタイン）並びにホスホベ
タインなどのベタインのような双極性イオン界面活性剤が挙げられ、好ましくは次の式（
Ｉ）に合致する。
　Ｒ１－［ＣＯ－Ｘ（ＣＨ２）ｎ］ｘ－Ｎ＋（Ｒ２）（Ｒ３）－（ＣＨ２）ｍ－［ＣＨ（
ＯＨ）－ＣＨ２］ｙ－Ｙ－
　（Ｉ）
　式中、
　Ｒ１は飽和又は不飽和Ｃ６～２２アルキル残基であり、好ましくはＣ８～１８アルキル
残基、特に飽和Ｃ１０～１６アルキル残基、例えば、飽和Ｃ１２～１４アルキル残基であ
り、
　Ｘは、ＮＨ、ＮＲ４（Ｃ１～４アルキル残基Ｒ４を有する）、Ｏ、又はＳであり；
　ｎは、１～１０の数、好ましくは２～５、特に３であり、
　ｘは０又は１、好ましくは１であり、
　Ｒ２、Ｒ３は独立して、ヒドロキシエチル、好ましくはメチルなどの、ヒドロキシ置換
される可能性のあるＣ１～４アルキル残基であり、
　ｍは１～４の数、特に１、２又は３であり、
　ｙは０又は１であり、
　Ｙは、ＣＯＯ、ＳＯ３、ＯＰＯ（ＯＲ５）Ｏ又はＰ（Ｏ）（ＯＲ５）Ｏであり、Ｒ５は
水素原子Ｈ又はＣ１～４アルキル残基である。
【００６６】
　好ましいベタインは、式（Ｉａ）のアルキルベタイン、式（Ｉｂ）のアルキルアミドプ
ロピルベタイン、式（Ｉｃ）のスルホベタイン、及び式（Ｉｄ）のアミドスルホベタイン
であり；
　Ｒ１－Ｎ＋（ＣＨ３）２－ＣＨ２ＣＯＯ－　　　　　　　　　　　　　　（Ｉａ）
　Ｒ１－ＣＯ－ＮＨ（ＣＨ２）３－Ｎ＋（ＣＨ３）２－ＣＨ２ＣＯＯ－　　　（Ｉｂ）
　Ｒ１－Ｎ＋（ＣＨ３）２－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２ＳＯ３－　　　　　　　（Ｉｃ）
　Ｒ１－ＣＯ－ＮＨ－（ＣＨ２）３－Ｎ＋ＣＨ３）２－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２ＳＯ３
－（Ｉｄ）、式中、Ｒ１１は、式Ｉと同じ意味である。特に好ましいベタインは、カルボ
ベタイン［式中、Ｙ－＝ＣＯＯ－］であり、特に式（Ｉａ）及び（Ｉｂ）のカルボベタイ
ンであり、式（Ｉｂ）のアルキルアミドベタインが最も好ましい。
【００６７】
　好適なベタイン及びスルホベタインの例は、アーモンドアミドプロピルベタイン、アプ
リコットアミドプロピルベタイン、アボカドアミドプロピルベタイン、ババスアミドプロ
ピルベタイン、ベヘナミドプロピルベタイン、ベヘニルベタイン、ベタイン、キャノーラ
ミドプロピルベタイン、カプリル／カプラミドプロピルベタイン、カルニチン、セチルベ
タイン、コカミドエチルベタイン、コカミドプロピルベタイン、コカミドプロピルヒドロ
キシスルタイン、ココベタイン、ココヒドロキシスルタイン、ココ／オレアミドプロピル
ベタイン、ココスルタイン、デシルベタイン、ジヒドロキシエチルオレイルグリシネート
、ジヒドロキシエチル大豆グリシネート、ジヒドロキシエチルステアリルグリシネート、
ジヒドロキシエチルタローグリシネート、ＰＧ－ベタインのプロピルジメチコーン、エル
カミドプロピルヒドロキシスルタイン、水素添加タローベタイン、イソステアラミドプロ
ピルベタイン、ラウラミドプロピルベタイン、ラウリルベタイン、ラウリルヒドロキシス
ルタイン、ラウリルスルタイン、ミルクアミドプロピルベタイン、ミンクアミドプロピル
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ベタイン、ミリスタミドプロピルベタイン、ミリスチルベタイン、オレアミドプロピルベ
タイン、オレアミドプロピルヒドロキシスルタイン、オレイルベタイン、オリーブアミド
プロピルベタイン、ヤシアミドプロピルベタイン、パルミタミドプロピルベタイン、パル
ミトイルカルニチン、ヤシ仁アミドプロピルベタイン、ポリテトラフルオロエチレンアセ
トキシプロピルベタイン、リシノール酸アミドプロピルベタイン、セサミドプロピルベタ
イン、ソイアミドプロピルベタイン、ステアラミドプロピルベタイン、ステアリルベタイ
ン、タローアミドプロピルベタイン、タローアミドプロピルヒドロキシスルタイン、タロ
ーベタイン、タロージヒドロキシエチルベタイン、ウンデシレンアミドプロピルベタイン
、及び小麦胚芽アミドプロピルベタインである［ＩＮＣＩに従って表記］。
【００６８】
　例えば、好ましいベタインはココアミドプロピルベタインである。
【００６９】
　非イオン性界面活性剤
　存在する場合、非イオン性界面活性剤は、組成物の０．１重量％～１０重量％、好まし
くは０．２重量％～８重量％、最も好ましくは０．５重量％～６重量％の典型量で含まれ
る。好適な非イオン性界面活性剤としては、脂肪族アルコールと１～２５モルのエチレン
オキシドとの縮合生成物が挙げられる。脂肪族アルコールのアルキル鎖は、直鎖又は分岐
鎖状、第１級又は第２級でよく、一般的に８～２２個の炭素原子を含有する。特に好まし
いのは、１０～１８個の炭素原子、好ましくは１０～１５個の炭素原子を含有するアルキ
ル基を有するアルコールと、アルコール１モル当たり２～１８モル、好ましくは２～１５
モル、より好ましくは５～１２モルのエチレンオキシドとの縮合生成物である。極めて好
ましい非イオン性界面活性剤は、ゲルベアルコールと、アルコール１モル当たり２～１８
モル、好ましくは２～１５モル、より好ましくは５～１２モルのエチレンオキシドとの縮
合生成物である。
【００７０】
　本明細書での使用に好適なその他の非イオン性界面活性剤には、脂肪アルコールポリグ
リコールエーテル、アルキルポリグルコシド、及び脂肪酸グルカミドが挙げられる。
【００７１】
　グリコールエーテル溶剤
　本発明の組成物は、式Ｉ、式ＩＩのグリコールエーテルから選択されるグリコールエー
テル溶剤を含む。
【００７２】
　式Ｉ＝Ｒ１Ｏ（Ｒ２Ｏ）ｎＲ３
　式中、
　Ｒ１は直鎖又は分岐状Ｃ４、Ｃ５又はＣ６アルキル、置換又は非置換フェニル、好まし
くはｎ－ブチルであり（ここでは置換フェニルの１つとしてベンジルが挙げられる）、
　Ｒ２はエチル又はイソプロピル、好ましくはイソプロピルであり、
　Ｒ３は、水素又はメチルから選択され、好ましくは水素であり、
　ｎは１、２、又は３、好ましくは１又は２である。
【００７３】
　式ＩＩ＝Ｒ４Ｏ（Ｒ５Ｏ）ｎＲ６
　式中、
　Ｒ４はｎ－プロピル又はイソプロピル、好ましくはｎ－プロピルであり、
　Ｒ５はイソプロピルであり、
　Ｒ６は水素又はメチル、好ましくは水素であり、
　ｎは１、２、又は３、好ましくは１又は２である。
【００７４】
　式Ｉによる好適なグリコールエーテル溶剤としては、エチレングリコールｎ－ブチルエ
ーテル、ジエチレングリコールｎ－ブチルエーテル、トリエチレングリコールｎ－ブチル
エーテル、プロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、ジプロピレングリコールｎ－ブチ
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ルエーテル、トリプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、エチレングリコールｎ－ペ
ンチルエーテル、ジエチレングリコールｎ－ペンチルエーテル、トリエチレングリコール
ｎ－ペンチルエーテル、プロピレングリコールｎ－ペンチルエーテル、ジプロピレングリ
コールｎ－ペンチルエーテル、トリプロピレングリコールｎ－ペンチルエーテル、エチレ
ングリコールｎ－ヘキシルエーテル、ジエチレングリコールｎ－ヘキシルエーテル、トリ
エチレングリコールｎ－ヘキシルエーテル、プロピレングリコールｎ－ヘキシルエーテル
、ジプロピレングリコールｎ－ヘキシルエーテル、トリプロピレングリコールｎ－ヘキシ
ルエーテル、エチレングリコールフェニルエーテル、ジエチレングリコールフェニルエー
テル、トリエチレングリコールフェニルエーテル、プロピレングリコールフェニルエーテ
ル、ジプロピレングリコールフェニルエーテル、トリプロピレングリコールフェニルエー
テル、エチレングリコールベンジルエーテル、ジエチレングリコールベンジルエーテル、
トリエチレングリコールベンジルエーテル、プロピレングリコールベンジルエーテル、ジ
プロピレングリコールベンジルエーテル、トリプロピレングリコールベンジルエーテル、
エチレングリコールイソブチルエーテル、ジエチレングリコールイソブチルエーテル、ト
リエチレングリコールイソブチルエーテル、プロピレングリコールイソブチルエーテル、
ジプロピレングリコールイソブチルエーテル、トリプロピレングリコールイソブチルエー
テル、エチレングリコールイソペンチルエーテル、ジエチレングリコールイソペンチルエ
ーテル、トリエチレングリコールイソペンチルエーテル、プロピレングリコールイソペン
チルエーテル、ジプロピレングリコールイソペンチルエーテル、トリプロピレングリコー
ルイソペンチルエーテル、エチレングリコールイソヘキシルエーテル、ジエチレングリコ
ールイソヘキシルエーテル、トリエチレングリコールイソヘキシルエーテル、プロピレン
グリコールイソヘキシルエーテル、ジプロピレングリコールイソヘキシルエーテル、トリ
プロピレングリコールイソヘキシルエーテル、エチレングリコールｎ－ブチルメチルエー
テル、ジエチレングリコールｎ－ブチルメチルエーテルトリエチレングリコールｎ－ブチ
ルメチルエーテル、プロピレングリコールｎ－ブチルメチルエーテル、ジプロピレングリ
コールｎ－ブチルメチルエーテル、トリプロピレングリコールｎ－ブチルメチルエーテル
、エチレングリコールｎ－ペンチルメチルエーテル、ジエチレングリコールｎ－ペンチル
メチルエーテル、トリエチレングリコールｎ－ペンチルメチルエーテル、プロピレングリ
コールｎ－ペンチルメチルエーテル、ジプロピレングリコールｎ－ペンチルメチルエーテ
ル、トリプロピレングリコールｎ－ペンチルメチルエーテル、エチレングリコールｎ－ヘ
キシルメチルエーテル、ジエチレングリコールｎ－ヘキシルメチルエーテル、トリエチレ
ングリコールｎ－ヘキシルメチルエーテル、プロピレングリコールｎ－ヘキシルメチルエ
ーテル、ジプロピレングリコールｎ－ヘキシルメチルエーテル、トリプロピレングリコー
ルｎ－ヘキシルメチルエーテル、エチレングリコールフェニルメチルエーテル、ジエチレ
ングリコールフェニルメチルエーテル、トリエチレングリコールフェニルメチルエーテル
、プロピレングリコールフェニルメチルエーテル、ジプロピレングリコールフェニルメチ
ルエーテル、トリプロピレングリコールフェニルメチルエーテル、エチレングリコールベ
ンジルメチルエーテル、ジエチレングリコールベンジルメチルエーテル、トリエチレング
リコールベンジルメチルエーテル、プロピレングリコールベンジルメチルエーテル、ジプ
ロピレングリコールベンジルメチルエーテル、トリプロピレングリコールベンジルメチル
エーテル、エチレングリコールイソブチルメチルエーテル、ジエチレングリコールイソブ
チルメチルエーテル、トリエチレングリコールイソブチルメチルエーテル、プロピレング
リコールイソブチルメチルエーテル、ジプロピレングリコールイソブチルメチルエーテル
、トリプロピレングリコールイソブチルメチルエーテル、エチレングリコールイソペンチ
ルメチルエーテル、ジエチレングリコールイソペンチルメチルエーテル、トリエチレング
リコールイソペンチルメチルエーテル、プロピレングリコールイソペンチルメチルエーテ
ル、ジプロピレングリコールイソペンチルメチルエーテル、トリプロピレングリコールイ
ソペンチルメチルエーテル、エチレングリコールイソヘキシルメチルエーテル、ジエチレ
ングリコールイソヘキシルメチルエーテル、トリエチレングリコールイソヘキシルメチル
エーテル、プロピレングリコールイソヘキシルメチルエーテル、ジプロピレングリコール
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イソヘキシルメチルエーテル、トリプロピレングリコールイソヘキシルメチルエーテル、
及びこれらの混合物が挙げられる。
【００７５】
　式Ｉによる好ましいグリコールエーテル溶剤は、エチレングリコールｎ－ブチルエーテ
ル、ジエチレングリコールｎ－ブチルエーテル、トリエチレングリコールｎ－ブチルエー
テル、プロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、ジプロピレングリコールｎ－ブチルエ
ーテル、トリプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、及びこれらの混合物である。
【００７６】
　式Ｉによる最も好ましいグリコールエーテルは、プロピレングリコールｎ－ブチルエー
テル、ジプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、及びこれらの混合物である。
【００７７】
　式ＩＩによる好適なグリコールエーテル溶剤としては、プロピレングリコールｎ－プロ
ピルエーテル、ジプロピレングリコールｎ－プロピルエーテル、トリプロピレングリコー
ルｎ－プロピルエーテル、プロピレングリコールイソプロピルエーテル、ジプロピレング
リコールイソプロピルエーテル、トリプロピレングリコールイソプロピルエーテル、プロ
ピレングリコールｎ－プロピルメチルエーテル、ジプロピレングリコールｎ－プロピルメ
チルエーテル、トリプロピレングリコールｎ－プロピルメチルエーテル、プロピレングリ
コールイソプロピルメチルエーテル、ジプロピレングリコールイソプロピルメチルエーテ
ル、トリプロピレングリコールイソプロピルメチルエーテル、及びこれらの混合物が挙げ
られる。
【００７８】
　式ＩＩによる好ましいグリコールエーテル溶剤は、プロピレングリコールｎ－プロピル
エーテル、ジプロピレングリコールｎ－プロピルエーテル、及びこれらの混合物である。
【００７９】
　最も好ましいグリコールエーテル溶剤は、プロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、
ジプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル、及びこれらの混合物、特にジプロピレング
リコールｎ－ブチルエーテルである。
【００８０】
　好適なグリコールエーテル溶剤は、Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎ
ｙ社から購入可能であり、特にＥシリーズ（エチレングリコール系）グリコールエーテル
及びＰシリーズ（プロピレングリコール系）グリコールエーテル製品が挙げられる。好適
なグリコールエーテル溶剤としては、ブチルカルビトール、ヘキシルカルビトール、ブチ
ルセロソルブ、ヘキシルセロソルブ、ブトキシトリグリコール、Ｄｏｗａｎｏｌ　Ｅｐｈ
、Ｄｏｗａｎｏｌ　ＰｎＰ、Ｄｏｗａｎｏｌ　ＤＰｎＰ、Ｄｏｗａｎｏｌ　ＰｎＢ、Ｄｏ
ｗａｎｏｌ　ＤＰｎＢ、Ｄｏｗａｎｏｌ　ＴＰｎＢ、Ｄｏｗａｎｏｌ　ＰＰｈ、及びこれ
らの混合物が挙げられる。
【００８１】
　本発明の製品のグリコールエーテルは、泡立ちを良くすることができる。
【００８２】
　グリコールエーテル溶剤は、組成物の約１重量％～約１０重量％、好ましくは約２重量
％～約８重量％、最も好ましくは約３重量％～約７重量％で存在する。
【００８３】
　キレート剤
　本明細書の組成物は、キレート剤を組成物の総量の０．１重量％～１０％重量％、好ま
しくは０．２重量％～５重量％、より好ましくは０．２重量％～３重量％、最も好ましく
は０．５重量％～１．５重量％の濃度で更に含んでもよい。
【００８４】
　好適なキレート剤は、アミノカルボキシレート、アミノホスホネート、多官能置換され
た芳香族キレート剤、及びこれらの混合物からなる群から選択することができる。
【００８５】
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　アミノカルボキシレートには、エチレンジアミンテトラ－アセテート、Ｎ－ヒドロキシ
エチルエチレンジアミントリアセテート、ニトリロ－トリアセテート、エチレンジアミン
テトラプロプリオネート、トリエチレンテトラアミンヘキサアセテート、ジエチレントリ
アミンペンタアセテート、及びエタノールジグリシン、並びにアルカリ金属、アンモニウ
ム、その置換アンモニウム塩、及びこれらの混合物、更にＭＧＤＡ（メチルグリシン二酢
酸）、その塩及び誘導体、及びＧＬＤＡ（グルタミン酸－Ｎ，Ｎ－二酢酸）、その塩及び
誘導体が含まれる。ＧＬＤＡ（その塩及び誘導体）は、本発明によれば特に好ましく、そ
のテトラナトリウム塩が特に好ましい。
【００８６】
　ビルダー
　本明細書の組成物は、ビルダー、好ましくはカルボン酸ビルダーを含んでもよい。本明
細書で有用なカルボン酸塩としては、Ｃ１～６の直鎖状の酸塩、又は少なくとも３個の炭
素を含有する環状の酸塩が挙げられる。カルボン酸又はその塩の、直鎖若しくは環状炭素
含有鎖は、水酸基、エステル基、エーテル基、１～６個の、より好ましくは１～４個の炭
素原子を有する脂肪族基、及びこれらの混合物からなる群から選択される置換基で、置換
されてもよい。
【００８７】
　好ましいカルボン酸塩は、サリチル酸、マレイン酸、アセチルサリチル酸、３－メチル
サリチル酸、４－ヒドロキシイソフタル酸、ジヒドロキシフマル酸、１，２，４ベンゼン
トリカルボン酸、ペンタン酸、クエン酸、及びこれらの混合物からなる群からの塩から選
択され、好ましくはクエン酸が用いられる。
【００８８】
　本発明の組成物での使用に好適な他のカルボン酸ビルダーとして、パーム核由来の脂肪
酸、ヤシ由来の脂肪酸等の脂肪酸の塩や、ポリカルボン酸塩が挙げられる。
【００８９】
　その塩のカチオンは、好ましくは、アルカリ金属、アルカリ土類金属、モノエタノール
アミン、ジエタノールアミン、又はトリエタノールアミン、並びにこれらの混合物から選
択される。
【００９０】
　カルボン酸又はその塩が存在する場合、その濃度は好ましくは組成物全体の０．１重量
％～５重量％、より好ましくは０．２重量％～１重量％、となる。
【００９１】
　擬塑性レオロジー調整剤
　本発明の組成物は更に、レオロジー調整剤を含んでもよい。これにより製品が擬塑性流
動が可能となる。好ましくは、レオロジー調整剤は、非結晶質ポリマーレオロジー調整剤
である。ポリマーレオロジー調整剤は合成されたものあっても、自然由来のポリマーであ
ってもよい。
【００９２】
　本発明において使用される天然由来のポリマー構造化剤の例としては、ヒドロキシエチ
ルセルロース、疎水修飾ヒドロキシエチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、多
糖誘導体、及びこれらの混合物が挙げられる。多糖誘導体としては、ペクチン、アルギン
酸塩、アラビノガラクタン（アラビアゴム）、カラギーナン、カラヤゴム、トラガカント
ガム、ジェランガム、キサンタンガム、及びグアーガムが挙げられるが、これらに限定さ
れない。本発明において使用される合成ポリマー構造化剤の例としては、ポリカルボン酸
塩、ポリアクリル酸塩、ポリウレタン、ポリビニルピロリドン、ポリオール、及びこれら
の誘導体やこれらの混合物を含むポリマー及びコポリマーが挙げられる。
【００９３】
　本発明の組成物は、好ましくは天然由来のレオロジー調整剤ポリマーを含み、最も好ま
しくはキサンタンガムを含む。
【００９４】
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　一般的に、レオロジー調整ポリマーは、組成物の０．００１重量％～１重量％、あるい
は０．０１重量％～０．５重量％、更には０．０５重量％～０．２５重量％の濃度で含ま
れる。
【００９５】
　その他任意の成分
　ここでの組成物は、多数の任意成分を含んでもよい。当該成分としては、好ましくは塩
化ナトリウムである無機塩、Ｃ２～Ｃ４アルコール、Ｃ２～Ｃ４ポリオール、ポリアルキ
レングリコール、ヒドロトロープ、及びこれらの混合物から選択される、レオロジー調整
剤を含んでもよい。組成物は更に、ｐＨ調整及び／又は緩衝剤を含んでもよい。具体的に
は水酸化ナトリウムやモノエタノールアミンを含むアルカノールアミンや、重炭酸無機塩
等である。組成物は、保存剤、ＵＶ安定剤、抗酸化剤、芳香剤、着色剤、及びこれらの混
合物から選択されるその他少量成分を更に含んでもよい。
【００９６】
　粘度
　製品の流動曲線を、レオメーター（ＴＡインスツルメント製。型番ＤＨＲ１）、ペルチ
ェ同心円筒温度測定システム（ＴＡインスツルメント製）、二重ギャップカップとロータ
ー（ＴＡインスツルメント製）を使用して測定した。当該流動曲線処理は、調整工程と、
２０℃でのフローランピング工程とを含む。調整工程は、１０ｓ－１の剪断速度での３０
秒間の前剪断工程と、その後の１２０秒間の剪断を行わない平衡時間とを含む。フローラ
ンピング工程は、３００秒間で対数剪断速度を０．００１ｓ－１から１００００ｓ－１ま
で上昇させることを含む。データフィルターを、使用器具の推奨される、２０μＮｍ（最
小トルク値）に設定する。
【００９７】
　「低剪断粘度」とは、剪断速度１００ｓ－１で測定した粘度を意味する。「高剪断粘度
」とは、剪断速度１００００ｓ－１で測定した粘度を意味する。
【００９８】
　スプレーディスペンサ
　スプレーディスペンサは、本発明の組成物を収容する筐体と、噴射手段とを有する。適
切なスプレーディスペンサとしては、ハンドポンプ（「トリガー式」とも称する）装置、
加圧缶装置、静電スプレー装置等が挙げられる。好ましくは、スプレーディスペンサは非
加圧で、噴射手段はトリガー式噴射型であることが好ましい。
【実施例】
【００９９】
　（実施例１）
　本発明のグリコールエーテル溶剤の範囲内外のグリコールエーテル溶剤を含む組成物に
ついて、油膜に対する溶解、拡散性能を評価した。
【０１００】
　試験方法
　オイル調製
　周囲温度２１℃（±２℃）で、オイル調製を行う。この温度範囲は全ての使用される製
品に適用される。
【０１０１】
　オイル１：食物性調理油の混合物であり、トウモロコシオイル（Ｖａｎｄｅｍｏｏｒｔ
ｅｌｅ製－商品番号１００１９２８）、ピーナツオイル（Ｖａｎｄｅｍｏｏｒｔｅｌｅ製
－商品番号１００２９７４）、ヒマワリオイル（Ｖａｎｄｅｍｏｏｒｔｅｌｅ製－商品番
号１００１９２６）を等重量で混ぜたものである。そこに０．０５重量％の赤色着色剤（
Ａｖｅｃｉａ製の赤色着色剤Ｗａｘｏｌｉｎｅ　Ｒｅｄ）を添加する。その後、１時間混
ぜ合わせて、オイル試料上に着色剤を均等に広げる。
【０１０２】
　オイル２：オリーブオイル（Ｂｅｒｔｏｌｉ製－商品番号Ｌ５３１３Ｒ　ＨＯ７５６　
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ＭＩ０００２）を０．０５重量％の赤色着色剤（Ａｖｅｃｉａ製の赤色着色剤Ｗａｘｏｌ
ｉｎｅ　Ｒｅｄ）と１時間混ぜ合わせて、オイル試料上に着色剤を均等に広げた。
【０１０３】
　オイル３（焼いたオイル混合物）：上記のとおりに調製されたオイル１を更に１％の黒
色着色剤（Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ製Ｓｕｄａｎ　ｂｌａｃｋ　Ｂ、商品番号ＭＫＢ
Ｑ９０７５Ｖ）と１時間混ぜ合わせて、着色剤を均等に広げた。得られたオイル混合物２
０ｇを、パイレックスガラスオーブントレイ（Ｃａｒｒｅｆｏｕｒ製、縦横３０×２４ｃ
ｍ）に、均等に薄膜となるように広げた。そしてトレイを１３５℃のオーブンにて１６時
間焼いた。焼いたのち、オーブントレーを温度２５℃、湿度７０％の湿度室に一晩寝かせ
た。そして液体重合化オイルの小片をガラスバイアルに集めて、試験に使用した。
【０１０４】
　試験手順
　０．１５％のキサンタンガム（ＣＰ－ｋｅｌｃｏ製ｋｅｌｔｒｏｌ　ＲＤ）を含有する
水溶液３５ｇを、光沢性のセラミック皿（Ｉｋｅａ製Ｓ．Ｐｒｙｌｅ。商品番号１３７８
１。直径２６．５ｃｍ）上に注ぎ込んだ。試験用オイル２．５ｇを、パスツールピペット
（ＶＷＲ製、５ｍＬ容量。商品番号６１２～１６８４）を使用して丁寧に水面の中心に注
いで、薄い油膜を形成した。油膜の直径は、各複製において直径が平均値から２０％超逸
脱することがないようにする。パスツールピペット（ＶＷＲ製、５ｍＬ容量。商品番号６
１２～１６８４）を使用して、洗剤試料の一滴を、５ｍｍ未満の高さから、油膜の中心に
丁寧に落とす。溶液を落としてから、油膜の開放までの時間を破過時間として記録する。
開放は、油膜の中心に水層が出現することと定義される。各試料（溶剤種類及びオイル種
類）に対して試験が８複製分行われ、平均破過時間が各溶剤種類／オイル種類の混合物に
対して計算される。３種類のオイル系（オリーブオイル、混合物、混合物を調理したもの
）に対して破過時間が計算され、各試験用組成物に対して記録される。尚、より短い破過
時間で、より高い洗浄性能となる。
【０１０５】
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【表１】

【０１０６】
　グリコールエーテル溶剤
　グリコールエーテル溶剤は異なる４つの式で分類される。式Ｉ及びＩＩは、本発明の製
品の溶剤に対応する。式ＩＩＩ及びＩＶは、本発明の製品の溶剤の範囲外である。
【０１０７】
　式Ｉ＝Ｒ１Ｏ（Ｒ２Ｏ）ｎＲ３
　式中、Ｒ１は直鎖若しくは分岐状Ｃ４、Ｃ５、若しくはＣ６アルキル又はフェニルであ
り、Ｒ２はエチル又はイソプロピルであり、Ｒ３はＨ又はＣＨ３であり、ｎは１、２、又
は３である
【０１０８】
　式ＩＩ＝Ｒ４Ｏ（Ｒ５Ｏ）ｎＲ６
　式中、Ｒ４はｎ－プロピル又はイソプロピルであり、Ｒ５はイソプロピルであり、Ｒ６
はＨ又はＣＨ３であり、ｎは１、２、又は３である
【０１０９】
　式ＩＩＩ＝Ｒ７Ｏ（Ｒ８Ｏ）ｎＲ９
　式中、Ｒ７はメチル又はエチルであり、Ｒ８はエチル又はイソプロピルであり、Ｒ９は
Ｈ又はＣＨ３であり、ｎは１、２、又は３である
【０１１０】
　式ＩＶ＝Ｒ１０Ｏ（Ｒ１１Ｏ）ｎＲ１２
　式中、Ｒ１０は直鎖又はイソＣ３であり、Ｒ１１はエチルであり、Ｒ１２はＨ又はＣＨ
３であり、ｎは１、２、又は３である
【０１１１】
　結果
　異なるグリコールエーテル溶剤を、５重量％含む各種組成物の破過時間を比較した。
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【０１１２】
　以下の表１のデータから、本発明（式Ｉ又はＩＩ）のグリコールエーテル溶剤を含む組
成物の方が、本発明（式ＩＩＩ又はＩＶ）の範囲外のグリコールエーテルを含む組成物よ
りも破過時間が短いことは明らかである。
【０１１３】
【表２】

【０１１４】
　界面活性剤構成が完全に異なる第２グリコールエーテル不在組成物（参照ベース２）に
対しても式Ｉのグリコールエーテル溶剤を選択して試験を行った。表２のデータから、教
示のグリコールエーテル溶剤が、様々な界面活性剤の構成に対して利用できることは明白
である。
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【０１１５】
【表３】

【０１１６】
　本明細書に開示した寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと理
解されるべきではない。むしろ、特に断らない限り、そのような各寸法は、記載された値
とその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば、「４０ｍｍ
」として開示した寸法は「約４０ｍｍ」を意味することを意図したものである。
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